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地区名 行政協力員名

菊川第１ 輔　田　敏
とし

　行
ゆき

○副

菊川第２ 桐　林　嘉
か

久
く

一
いち

○副

菊川第３ 尾　﨑　光
みつ

　由
よし

○副

菊川第４ 西　川　忠
ただ

　男
お

平　山 清　水　智
とも

　生
お

長　洲 長　岡　健
たけ

　道
みち

長　崎 北　倉　明
あき

　光
みつ

○副

貝　塚 吉　田　　　順
じゅん

○副

八幡野 吉　田　俊
しゅんいちろう

一郎

本　町 岡　　　　　勲
いさお

○副

寺新町 三　好　睦
むつ

　人
ひと

○副

栄　町 松　本　敏
とし

　秋
あき

○副

地区名 行政協力員名

上　町 鷹　野　正
まさ

　志
し

馬　場 尾　﨑　　　健
たけし

○副

下永ノ岡 尾　﨑　友
とも

　一
いち

上永ノ岡 尾　﨑　宏
ひろ

　史
し

○副

和口第１ 安　藤　勝
かつ

　利
とし

和口第２ 坂　尾　英
えい

　治
じ

○副

長月第１ 吉　村　隆
たか

　典
のり

○副

長月第２ 濱　田　辰
たつ

　也
や

○副

長月第３ 福　村　　　久
ひさし

○副

長月第４ 髙　橋　純
じゅん

  一
いち

節　崎 倉　田　健
けん

　二
じ

馬　瀬 尾　﨑　憲
のり

　男
お

地区名 行政協力員名

深　泥 椙　山　　　 力
ちから

防城成川 高　平　新
しん

　一
いち

○副

赤　水 中　田　雅
まさ

　信
のぶ

高　畑 岡　﨑　政
まさ

　夫
お

○副

尻　貝 赤　﨑　　　登
のぼる

○副

奥の谷 濵　田　久
ひさ

　美
み

○副

中の谷 佳　倉　　　 功
いさお

高　手 河　野　　　永
ひさし

○副

灘　前 松　本　紀
き み お

美男○副

左右水 中　尾　敏
とし

　克
かつ

○副

猿　鳴 山　田　　　毅
つよし

○副

地区名 行政協力員名

正　木 小　川　　　 正
ただし

増　田 武　田　　　 德
のぼる

小　山 東　峯　　　 章
あきら

地区名 行政協力員名

中　川 田　中　一
かず

　光
みつ

広　見 大　西　吉
よし

　久
ひさ

上大道 宮　下　敏
とし

　夫
お

地区名 行政協力員名

満　倉 森　岡　知
とも

　昭
あき

一本松 山　口　修
しゅう

  兒
じ

組　名 副行政協力員名

下組第一 仲　野　雅
まさ

　彦
ひこ

下組第二 植　松　惣
そう

　治
じ

徳　田 宮　下　　　 衛
まもる

宮　川 黒　岩　松
まつ

　秀
ひで

本　村 所　谷　喜
よし

　雄
お

御在所 山　本　洋
ひろ

　文
ふみ

大駄場 山　口　正
しょう

  二
じ

太　田 岡　﨑　
のり

　行
ゆき

亀之串 新　井　年
とし

　男
お

八人組 淺　岡　活
かつ

　史
し

東中屋 尾　﨑　恒
つね

　夫
お

西中屋 小　松　幹
もと

　明
あき

東中組 坂　本　幹
みき

　雄
お

中　組 中　澤　良
よし

　夫
お

西中組 徳　岡　弘
ひろ

　朗
あき

内尾串第一 宮　本　寛
ひろ

　士
し

内尾串第二 木　下　勝
かつ

　之
し

組　名 副行政協力員名

駄　場 水　野　清
きよ

　史
ふみ

岡駄場 嘉　新　満
みつ

　雄
お

名　路 大　西　藤
ふじ

　夫
お

向　山 山　﨑　慎
しん

　司
じ

久保江 岡　原　俊
とし

　機
き

東　一 山　下　　　 眞
まこと

東　二 二　宮　賢
けん

　治
じ

西　一 塚　岡　哲
てつ

　也
や

西　二 谷　平　浩
こう

　三
ぞう

坪　浜 和　泉　高
たか

　弘
ひろ

西　組 和　泉　千
ち

　晶
あき

東部第一 羽　田　義
よし

　孝
たか

 

東部第二 山　下　隆
たか

　司
し

南　部 尾　﨑　好
よし

　男
お

西　部 寺　園　秀
ひで

　樹
き

北　部 宮　﨑　和
かず

　友
とも

組　名 副行政協力員名

内尾串第三 山　田　泰
たい

　介
すけ

広　岡 德　岡　谷
たに

　満
みつ

平　畑 萩　尾　　　 司
つかさ

中　串 豊間根　一
かず

　夫
お

東小山 三　宅　礼
のり

　行
ゆき

本村第一 谷　岡　正
まさ

　雄
お

本村第二 岩　村　一
かず

　義
よし

坂　石 嘉　新　喜
よし

　文
ふみ

新　田 赤　松　　　 旭
あきら

大　又 石　山　一
かず

　法
のり

影　平 加　洲　正
ただ

　士
し

名　本 西　村　昌
まさ

　展
のぶ

奈　呂 島　津　惠
けい

　二
じ

光　野 山　本　和
かず

　弘
ひろ

茶　堂 中　尾　繁
しげ

　之
ゆき

弓　張 山　本　三
みつ

　雄
お

古　宅 岡　原　源
もと

　明
あき

※○副  は副行政協力員です。

　平成25年度の各地域の行政協力員及び副行政協力員をお知らせします。

行政協力員

御荘地域

一本松地域
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※○副  は副行政協力員です。

地区名 行政協力員名

網　代 眞　菜　忠
ただ

　敏
とし

魚神山 栗　木　実
じつ

　夫
お

油　袋 那　須　英
えい

　治
じ

家　串 壽　山　　　 斉
ひとし

平　碆 田　中　茂
しげ

　紀
き

須ノ川 河　野　　　 満
みつぐ

柏　崎 戎　﨑　南
な み お

海夫

柏 石　川　芳
よし

　洋
ひろ

地区名 行政協力員名

越　田 濱　本　富
よし

　傳
ただ

○副

弓　立 内　田　　　勝
まさる

○副

小　浦 中　田　　　 強
つよし

樫　月 清　水　牛
うし

　郎
ろう

○副

船　越 橋　岡　濟
なり

　隆
たか

○副

久　家 長　田　幸
ゆき

　雄
お

○副

下久家 池　田　俊
とし

　彦
ひこ

○副

樽　見 清　水　辰
たつ

　夫
お

○副

大成川 中　野　久
ひさ

　夫
お

○副

小成川 小　川　一
かず

　男
お

○副

福　浦 福　田　　　久
ひさし

○副

麦ヶ浦 濵　田　三
さぶ

　郎
ろう

地区名 行政協力員名

武者泊 畑　部　又
また

　勝
かつ

○副

外　泊 吉　田　万
ま

亀
き

登
のり

○副

中　泊 吉　田　俊
とし

　廣
ひろ

○副

内　泊 林　　　　　 仁
ひとし

地区名 行政協力員名

僧　都 森　本　　　 喬
きょう

山　出 赤　松　重
しげ

　厚
あつ

梶郷上 久　德　辰
たつ

　司
じ

○副

梶郷下 増　田　　　章
あきら

○副

大道上 木　村　俊
しゅん

  介
すけ

大道下  　村　
たか

　之
ゆき

○副

樫　床 都　築　　　功
いさお

○副

樋　口 高　木　正
まさ

　夫
お

○副

西　柳 山　口　定
さだ

　記
き

○副

岡 三　原　克
かつ

　夫
お

○副

中　緑 田　口　　　勝
まさる

○副

当　時 藤　時　昌
まさ

　治
はる

○副

下　緑 谷　口　武
たけ

　章
あき

○副

左　谷 三　原　隆
たか

　司
し

○副

駄　場 山　田　健
けん

　一
いち

○副

豊　田 安　岡　昌
まさ

　彦
ひこ

豊田西住宅 梶　田　政
まさ

　弘
ひろ

○副

豊田東住宅 岡　原　純
すみ

　生
お

○副

神　越 松　岡　國
くに

　男
お

○副

中の谷 長　田　照
てる

　夫
お

鼻 吉　見　　　忠
ただし

○副

下長野 宮　﨑　　　 茂
しげる

地区名 行政協力員名

石井手 清　家　權
けん

　一
いち

伊勢町 増　田　　　 稔
みのる

矢の町１ 倉　田　美
よし

　憲
のり

○副

矢の町２ 安　岡　英
ひで

　也
や

矢の町３ 増　本　茂
しげ

　樹
き

○副

中町上 西　本　哲
てつ

　生
お

○副

中町下 山　本　清
きよ

　孝
たか

北　裡 坂　本　一
かず

　光
みつ

後　１ 新　惠　忠
ただ

　吉
よし

○副

後　２ 渡　邊　真
ま さ る

佐留

後　３ 菊　地　幸
こう

　治
じ

○副

清　水 菊　池　春
はる

　朗
あき

○副

沖　１ 中　平　祥
しょう

  造
ぞう

○副

沖　２ 井　村　浩
ひろ

　司
し

松　本 中　岡　泰
やす

　典
のり

久　保 谷　平　忠
ただ

　義
よし

鳥　越 堀　　　友
とも

　一
いち

○副

中　原 高　須　正
まさ

　文
ふみ

土　居 中　田　浩
こう

　司
じ

三島団地 田　窪　基
もと

　宏
ひろ

蓮乗寺 藤　森　公
きみ

　夫
お

脇　本 吉　村　定
さだ

　託
よし

地区名 行政協力員名

中　玉 本　多　　　寶
たから

○副

大　浜  　　　一
かず

　男
お

○副

柿ノ浦 前　田　　　浩
ひろし

○副

敦　盛 氏　家　親
ちか

　裕
ひろ

岩　水 宇　佐　總
そう

　一
いち

垣　内 濵　　　良
よし

　才
き

東　浜 西　口　健
けん

　三
ぞう

○副

中　組 東　本　健
けん

太
た

郎
ろう

○副

奥　前 中　平　英
ひで

　明
あき

西　浜 岩　井　英
ひで

　典
のり

○副

鼻　前 山　﨑　能
よし

　子
こ

○副

鯆　越 田　下　一
かず

　二
つぎ

○副

古　月 間　口　信
のぶ

　昭
あき

日　土 土　居　矢
や

　次
つぎ

○副

大寿浦 浦　川　憲
のり

　惠
よし

真　浦 幸　田　正
なお

　也
や

○副

西真浦 本　多　計
かず

　清
きよ

○副

新　浦 中　川　正
しょう

  三
みつ

○副

西海地域

城辺地域

※○副  は副行政協力員です。

内海地域



p12広報あいなん

平
成
25
年
度
消
防
団
本
部
役
員
を
紹
介
し
ま
す

■
消
防
本
部
か
ら

コ
ー
プ
え
ひ
め
と
物
資
供
給
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

■
防
災
対
策
課
か
ら

―
愛
南
町
産
業
振
興
の
拠
点
と
し
て
―

　
う
み
ら
い
く
愛
南
開
所
式

■
水
産
課
水
産
振
興
室
か
ら

　
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
平
成
25

年
度
愛
南
町
消
防
団
退
団
式
並
び
に

辞
令
交
付
式
」
が
行
わ
れ
、
退
団
者

を
代
表
し
て
元
副
団
長
兼
内
海
方
面

隊
長
の
浅
野
泰や

す
し

さ
ん
と
元
御
荘
方
面

隊
第
３
分
団
長
の
竹
村
定さ

だ

明あ
き

さ
ん
に

感
謝
状
を
贈
り
、
新
任
幹
部
の
６
名

に
は
辞
令
を
交
付
し
ま
し
た
。

　
一
堂
に
会
し
た
町
消
防
団
幹
部
団

員
に
対
し
、
清
水
町
長
が
「
今
ま
で

以
上
に
防
火
防
災
に
対
す
る
住
民
へ

の
啓
発
活
動
や
災
害
に
対
す
る
訓
練

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
」
と
要
請
し
た
ほ
か
、
鷹
野
正ま

さ

志し

団
長
が
訓
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
愛
南
町
と
生
活
協
同
組
合

コ
ー
プ
え
ひ
め
（
松
本
等

ひ
と
し

理

事
長)

が
、
災
害
時
の
住
民
生
活
の
早

期
安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

「
災
害
時
等
に
お
け
る
物
資
供
給
協
力

に
関
す
る
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
本
町
が
必
要
な
と

き
に
必
要
な
物
資
を
購
入
し
、
集
配

業
務
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
コ
ー
プ
え

ひ
め
が
迅
速
、
確
実
に
避
難
所
等
へ

 4/
   17

平成25年度愛南町消防団本部役員

職　名 氏　名

団長 鷹　野　正
まさ

　志
し

副団長   竹　場　　　 央
ひろし

　〃 松　岡　増
ます

　幸
ゆき

内海方面隊長 島　本　善
よし

　行
ゆき

内海副方面隊長 高　川　一
かず

　幸
ゆき

御荘方面隊長 小　松　一
かず

　好
よし

御荘副方面隊長 坂　本　譲
じょう

  司
じ

城辺方面隊長 水　本　幹
みき

　雄
お

城辺副方面隊長 木　村　俊
しゅん

  介
すけ

一本松方面隊長 長　尾　英
ひで

　生
お

一本松副方面隊長 保　田　和
かず

　文
ふみ

西海方面隊長 菅　原　千
ち

代
よ

郎
ろう

西海副方面隊長 福　山　弘
ひろ

　道
みち

　
旧
西
浦
小
学
校
を
改
修
し

て
誕
生
し
た
愛
南
町
地
域
産

業
研
究
・
普
及
セ
ン
タ
ー「
う
み
ら
い

く
愛
南
」

の
開
所
式

が
同
施
設

で
行
わ
れ
、

清
水
町
長

や
愛
媛
大

学
の
柳
澤

康や
す

信の
ぶ

学
長

な
ど
関
係

者
約
70
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
開
所
記
念
行
事

と
し
て
行
わ
れ
た
一
般
施
設
見
学
会

に
は
、
新
し
い
施
設
を
一
目
見
よ
う

と
地
元
住
民
な
ど
多
く
の
人
が
訪
れ
、

「
い
い
施
設
が
で
き
た
。
地
元
の
活

性
化
に
つ
な
が
れ
ば
」、「
ぜ
ひ
成
功

し
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
期
待
を
込
め

て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
式
典
終
了
後
、
御
荘
文
化

セ
ン
タ
ー
で
開
所
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
行
わ
れ
、
柳
澤
学
長
と
山
下
東は

る

子こ

大
東
文
化
大
学
教
授
が
記
念
講
演

を
行
い
ま
し
た
。

送
り
届
け
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
役
場
本
庁
で
行
わ
れ
た
調
印
式
で

は
、
松
本
理
事
長
と
清
水
町
長
が
協

定
書
に
署

名
し
、
力

強
く
握
手

を
交
わ
し

ま
し
た
。

 4/
   21

 4/
   26
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愛
南
町
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
名
称
を
募
集
し
ま
す

■
商
工
観
光
課
か
ら

選考委員会で意見を交わす委員の皆さん

子
ど
も
の
定
期
予
防
接
種
に
３
ワ
ク
チ
ン
が
追
加
に
な
り
ま
し
た

■
保
健
福
祉
課
か
ら

〜
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
〜

　
無
料
電
話
相
談
が
開
設
さ
れ
ま
す

■
町
民
課
か
ら

町
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
優
秀
作
品
を
発
表
し
ま
す

優秀賞

あいなちゃん

飛田　博
ひろし

さん（埼玉県）

優秀賞

あいなっち

田上弘
ひろ

恵
え

さん（香川県）

　
今
年
４
月
１
日
か
ら
、
Ｈ
ｉ
ｂ

（
ヒ
ブ
）
感
染
症
・
小
児
の
肺
炎
球
菌

感
染
症
・
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
（
子
宮
頸
が
ん
）
の
予
防
接

種
が
定
期
の
予
防
接
種
と
な
り
ま
し

た
。
対
象
の
方
で
、
ま
だ
予
防
接
種

を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
受
け

ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

　
保
健
福
祉
課

℡
７
２
―

１
２
１
２

予
防
接
種
の
種
類

対
象
者

Ｈ
ｉ
ｂ（
ヒ
ブ
）感
染
症

２
か
月
か
ら
５
歳
未
満

小
児
の
肺
炎
球
菌
感
染
症

２
か
月
か
ら
５
歳
未
満

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症（
子
宮
頸
が
ん
）

小
学
６
年
生
か
ら
高
校
１
年
生
の
女
子

※
標
準
的
な
接
種
期
間
は
中
学
１
年
生
で
す
。

※
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
小
学
６
年
生
か
ら
接
種
可
能
で
す
が
、
標
準
的
接

種
時
期
は
中
学
１
年
生
で
す
。
接
種
券
等
は
中
学
１
年
生
に
な
っ
た
と
き
に
配
布
し
ま
す

が
、
小
学
６
年
生
で
の
接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　町イメージキャラクター選考委
員会は、最優秀賞のほかに優秀賞
２点を選出しました。

　
６
月
24
日
（
月
）
〜
30
日
（
日
）
は
、

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
強
化

週
間
で
す
。
松
山
地
方
法
務
局
、
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
い
じ

め
・
体
罰
・
児
童
虐
待
な
ど
、
子
ど

も
の
人
権
問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る

相
談
を
受
け
付
け
る
無
料
電
話
相
談

を
開
設
し
ま
す
。
秘
密
は
堅
く
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

受
付
日
時
　

　
６
月
24
日（
月
）〜
28
日（
金
）

　
　
８
時
30
分
〜
19
時

　
29
日（
土
）、
30
日（
日
）

　
　
10
時
〜
17
時

電
話
番
号 

０
１
２
０
―
０
０
７
―
１
１
０

　
　
　
　 

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
予
約
不
要
、
携
帯
電
話
か
ら
の
相

談
も
可
能
で
す
。

問
合
せ

　
松
山
地
方
法
務
局

　
　
℡
０
８
９
―

９
３
２
―

０
８
８
８

　
　
町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０

　
全
国
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
町
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
６
２
１
作
品

を
、
23
日
、
26
日
に
行
わ
れ
た
選
考
委

員
会
（
委
員
７
名
）
で
厳
正
に
審
査
し

た
結
果
、
黒
﨑
友ゆ

里り

さ
ん
（
島
根
県
）

が
ニ
ホ
ン
カ
ワ
ウ
ソ
を
モ
チ
ー
フ
に

考
案
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン

を
最
優
秀
賞
に
選
出
し
ま
し
た
。
愛

南
町
で
は
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
名
称

を
公
募
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切
　
６
月
21
日（
金
）

問
合
せ

　

　
商
工
観
光
課 
℡
７
２
―

７
３
１
５

名前を

つけてね
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児
童
手
当
制
度
の
ご
案
内

■
保
健
福
祉
課
か
ら

受けよう　がん検診
■保健福祉課から

愛南町 健康キャラクター
げんきくん

がん検診 いつ受けるの？
今でしょ!!

(2013年がん征圧スローガン)

　
児
童
手
当
を
受
け
る
た
め
に
は
申

請
が
必
要
で
す
。

児
童
手
当
制
度
の
し
く
み

　
児
童
手
当
は
、
15
歳
到
達
後
の
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児

童（
中
学
校
修
了
前
の
児
童
）
を
養
育

し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
児

童
を
養
育
す
る
家
計
の
主
た
る
生
計

維
持
者
が
申
請
し
、
住
所
地
の
市
区

町
村
長（
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
）
の

認
定
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
申
請

し
た
翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
月
額

　
○
３
歳
未
満

　
　
一
律 

１
５
，０
０
０
円

　
○
３
歳
以
上
小
学
校
修
了
前

　
　
第
１
子
・
第
２
子

　
　
　
　
　
　
　 

１
０
，０
０
０
円

　
　
第
３
子
以
降 

１
５
，０
０
０
円

　
○
中
学
生 

一
律
１
０
，０
０
０
円

　
※
た
だ
し
、
児
童
を
養
育
し
て
い

る
方
の
前
年
（
１
月
か
ら
５
月
ま

で
の
月
分
に
つ
い
て
は
前
々
年
）

の
所
得
が
所
得
制
限
限
度
額
以
上

の
場
合
、
特
例
給
付
と
し
て
児
童

１
人
当
た
り
月
額
一
律
５
，０
０
０

円
を
支
給
し
ま
す
。

支
払
時
期

　
原
則
と
し
て
、
毎
年
２
月
、
６
月
、

10
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

　
現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
は
、
毎
年
６
月
１
日
か
ら
30

日
（
土
、
日
、
祝
日
の
場
合
は
そ
の

前
日
）
の
間
に
「
現
況
届
」
を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は

毎
年
６
月
１
日
に
お
け
る
状
況
を
届

け
、
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る

要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。

　
現
況
届
の
提
出
が
な
い
と
、
６
月

分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
に
は
、
個
別
に
現
況
届
の
通

知
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
通
知
に
記

さ
れ
た
場
所
で
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
合
せ

　
保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２

問合せ　保健福祉課 ℡７２ ―１２１２

　愛南町では、次の検診をすべて無料で行っています。定期的ながん検診の受診が早期発
見・早期治療につながります。ぜひ検診を受けましょう。

※町が実施する肺がん検診は、結核検診
も兼ねています。結核は、過去の病気と
思われがちですが、現在でも多くの方が
発症しています。特に65歳以上の方は、
年に1回は肺がん結核検診を受けましょ
う。
　受診方法等詳しくは、お問い合わせくだ
さい。

愛南町が無料で行っている検診

検診の種類 対象年齢 検査方法

肺がん

40歳以上

胸部レントゲン撮影

胃がん バリウムによるレントゲン撮影

大腸がん 便潜血反応検査（便を2日分容器に取り、提出）

乳がん 乳房レントゲン撮影（上下・左右の2方向をはさんで撮影）

子宮頸がん 20歳以上 細胞診（子宮頸部の細胞をブラシで採取する）

前立腺がん 50歳以上 血液検査（腫瘍マーカーPSA測定）
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『
健
康
・
生
き
い
き
・

 

プ
ラ
ン
推
進
大
会
』
を
開
催
し
ま
す

■
保
健
福
祉
課
か
ら

「
人
と
農
地
の
問
題
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

■
農
林
課
か
ら

「〝
脱
〞
メ
タ
ボ
の
標
語
」
を
募
集
し
ま
す

■
町
民
課
か
ら

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
「
ゼ
リ
ー
作
り
体
験
」

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

■
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

　
愛
南
町
で
は
、
町
健
康
増
進
計
画

「
健
康
・
生
き
い
き
・
ai
プ
ラ
ン
」の
さ

ら
な
る
推
進
に
向
け
、健
康
づ
く
り
地

区
組
織
活
動
を
地
域
に
広
げ
、積
極
的

な
住
民
参
加
を
図
る
た
め「
第
４
回 

健

康
・
生
き
い
き
・
ai
プ
ラ
ン
推
進
大
会
」

を
開
催
し
ま
す
。入
場
は
無
料
で
す
。

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
６
月
22
日（
土
）

　
　
　
13
時
15
分
〜
15
時
30
分

場
所
　
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容 

◆
テ
ー
マ
　「
放
っ
て
お
か
な
い 

見
逃

さ
な
い 

思
い
立
っ
た
ら 

脱
メ
ダ
ボ
」

◆
講
演
　
「
メ
タ
ボ
対
策
い
つ
や
る
か
？ 

今
で
し
ょ
！ 

〜
あ
な
た
の
血
管
大
丈
夫
？
〜
」

　
講
師
　
松
本
ク
リ
ニ
ッ
ク 

　
　
　
　
松
本 

毅
つ
よ
し

院
長

◆
健
康
劇
　

　「
ラ
ジ
オ
体
操
で
脱
メ
タ
ボ
！
」

      

劇
団
　
Ａ
Ｋ
Ｇ
今
で
し
ょ
!!

問
合
せ

　
保
健
福
祉
課

℡
７
２
―

１
２
１
２

　
農
業
に
は
、
高
齢
化
や
後
継
者

不
足
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど

の
「
人
と
農
地
の
問
題
」
が
あ
り
、

５
年
後
10
年
後
の
展
望
が
描
け
な
い

地
域
が
増
え
て
い
ま
す
。
松
山
地
域

セ
ン
タ
ー
で
は
、
農
業
の
未
来
の
設

計
図
と
も
言
え
る
『
人
・
農
地
プ
ラ

ン
』
の
作
成
や
就
農
者
の
増
加
、
農

地
の
集
積
を
支
援
し
ま
す
。

　
地
域
の
方
々
が
話
し
合
っ
て
プ
ラ

ン
の
原
案
を
作
成
し
、『
人
・
農
地
プ
ラ

ン
』
に
位
置
付
け
ら
れ
る
と
次
の
よ
う

な
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
青
年
就
農
給
付
金
（
経
営
開
始
型
、

準
備
型
）

・
農
の
雇
用
事
業（
農
業
法
人
等
）へ
の
支
援

・
農
地
集
積
協
力
金

・
規
模
拡
大
交
付
金

・
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
の
当
初
５
年
間

無
利
子
化 

な
ど

※
新
規
就
農
者
が
現
れ
た
と
き
、
集

落
営
農
・
法
人
を
立
ち
上
げ
て
中
心

に
な
る
経
営
体
と
な
る
と
き
及
び
引

退
を
決
意
し
て
農
地
集
積
協
力
金
を

受
給
し
よ
う
と
す
る
と
き
な
ど
は
、

『
人
・
農
地
プ
ラ
ン
』
を
見
直
す
こ

と
で
、
同
様
の
支
援
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
松
山
地
域
セ
ン
タ
ー

　
　
℡
０
８
９
―

９
３
２
―

１
１
８
９

　
　
農
林
課 

℡
７
２
―

７
３
１
１

　
平
成
20
年
度
か
ら
、国
民
健
康
保
険

の
被
保
険
者（
40
歳
〜
74
歳
）を
対
象
と

し
た
特
定
健
診
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。こ
の
健
診
は
、生
活
習
慣
病
の
早
期

発
見
に
よ
る
早
期
治
療
・
解
決
に
結
び

つ
け
る
た
め
の
大
切
な
健
診
で
す
。

　
愛
南
町
で
は
、
住
民
の
皆
様
が
健

康
な
身
体
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
く

上
で
、
特
定
健
診
へ
の
意
識
を
深
め

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
受
診
率
向

上
を
図
る
た
め
「
メ
タ
ボ
予
防
に
関

す
る
標
語
」
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
　
愛
南
町
に
住
所
の
あ
る
方

募
集
期
間
　
〜
11
月
17
日（
日
）

※
応
募
は
１
人
何
点
で
も
可
で
す
。

テ
ー
マ
　
「
メ
タ
ボ
予
防
」
を
テ
ー

マ
と
し
、
住
民
の
皆
様
が
健
康
意
識

の
向
上
を
図
れ
る
内
容
と
し
ま
す
。

そ
の
他
　
応
募
用
紙
は
町
民
課
、
各

支
所
又
は
各
公
民
館
に
あ
り
ま
す

（
愛
南
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）
。
な
お
、

優
秀
作
品
５
点
に
は
、
賞
状
及
び
記

念
品
を
進
呈
し
ま
す
。

作
品
の
提
出
・
問
合
せ

　
町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０

　
親
子
で
楽
し
く

ゼ
リ
ー
を
作
り
ま

せ
ん
か
。
小
さ
な

お
子
さ
ん
も
大
歓

迎
で
す
。

日
時

　
６
月
16
日（
日
）

　
10
時
〜
　（
雨
天
決
行
）

場
所
　
旧
赤
水
保
育
所

定
員
　
８
名（
先
着
順
）

参
加
費
　
１
人
　
１
，０
０
０
円

申
込
み
・
問
合
せ  

　
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
７
２
―

７
３
１
１
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詳しくは、社会福祉協議会
本所（℡70－1251）までお問
い合わせください。

　無料で弁護士と民生児童

委員が相談をお受けします。

※1回の相談人数は8人まで

で事前予約が必要です。定員

に達した場合は受付を終了

します。

　７月９日（火）14時～16時

　御荘老人福祉センター

福祉法律相談

　無料で民生児童委員２名

が日常生活でかかえる心配

ごとの相談をお受けします。

　６月８日（土）・２６日（水）

　14時～16時

　御荘老人福祉センター

心配ごと相談所

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度
に
つ
い
て

■
町
民
課
か
ら

〜
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
特
徴
と
展
望
〜

　
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
の
お
知
ら
せ

■
環
境
衛
生
課
か
ら

　
国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理
由

な
ど
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
、
申
請
を
し
て
承
認
さ
れ

る
と
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ

る
申
請
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
申
請
免
除
制
度
に
は
、
保
険
料
の

全
額
が
免
除
さ
れ
る
全
額
免
除
と
、

保
険
料
の
一
部
を
納
付
し
、
残
り
の

保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
一
部
免
除
が

あ
り
ま
す
（
一
部
免
除
に
は
４
分
の

１
免
除
、
半
額
免
除
、
４
分
の
３
免

除
の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。）。

　
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前
年
の
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、全
額
免

除
又
は
一
部
免
除
が
承
認
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、退
職（
失
業
）を
理
由
と
し
た

特
例
免
除
制
度
も
あ
り
ま
す
。
特
例
免

除
は
、申
請
す
る
年
度
又
は
前
年
度
に

お
い
て
退
職（
失
業
）の
事
実
が
あ
る
場

合
に
対
象
と
な
り
、失
業
さ
れ
た
方
の

所
得
を
除
外
し
て
免
除
の
審
査
を
行
い

ま
す
。
特
例
免
除
を
申
請
さ
れ
る
場

合
、雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
や
雇
用

保
険
被
保
険
者
離
職
票
等
の
公
的
機
関

の
証
明
書
の
写
し
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
学
生
の
方
で
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
は
学
生
納
付
特
例
制
度
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

【
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
】

　
30
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
・
配
偶

者
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
で

あ
れ
ば
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
（
世
帯
主
の
所

得
は
審
査
の
対
象
外
で
す
。）。

　
保
険
料
を
納
め
な
い
ま
ま
に
し
て

お
く
と
、
「
も
し
も
」
の
と
き
の
障

害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
申
請
を

し
ま
し
ょ
う
。

【
免
除
等
申
請
の
サ
イ
ク
ル
】

　
免
除
等
は
、
原
則
と
し
て
申
請
日

に
か
か
わ
ら
ず
、
７
月
か
ら
翌
年
６

月
ま
で
の
期
間
を
対
象
と
し
て
審
査

し
ま
す
。
た
だ
し
、
７
月
に
申
請
す

る
場
合
に
限
っ
て
、
前
年
７
月
か
ら

前
月
の
６
月
分
ま
で
の
期
間
に
つ
い

て
も
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
申
請
は
原
則
と
し
て
毎
年
必
要
で

す
の
で
、
承
認
期
間
（
〜
６
月)

が
終

了
し
た
後
も
引
き
続
き
免
除
を
希
望

す
る
場
合(

継
続
審
査
対
象
者
以
外
）

は
、
改
め
て
７
月
以
降
に
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
宇
和
島
年
金
事
務
所

　
　
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
４
４
０

　
　
町
民
課
　
℡
７
２
―

７
３
０
０

今
月
の
社
会
保
険
・

　
　
　
　
年
金
一
日
相
談

 

○
６
月
18
日（
火
）

　 

10
時
〜
15
時
30
分

　 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
が
大
き
く
変
化

す
る
中
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

重
要
性
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
町
内
に
お
い
て
は
、
風
力
発

電
所
や
太
陽
光
発
電
所
等
の
計
画

や
建
設
が
進
ん
で
お
り
、
住
民
の
皆

様
に
、
よ
り
深
く
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ

き
、
環
境
問
題
に
対
す
る
一
層
の
取

組
み
と
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
く
た

め
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま

す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
会
場
で
は
、
パ
ネ
ル
展
示

や
「
あ
い
あ
い
」
等
の
販
売
を
行
う

予
定
で
す
。

日
時
　
７
月
６
日（
土
）

　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

　
　
　（
開
場 

12
時
30
分
）

場
所
　
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

講
師
　
進
藤
勇ゆ

う

治じ

氏
（
愛
媛
県
出
身
・

技
術
評
論
家
。
元
東
京
大
学
特
任
教

授
・
元
通
産
省
企
画
官
）

※
入
場
は
無
料
で
す
が
、
整
理
券
が

必
要
で
す
。

問
合
せ

　
環
境
衛
生
課

℡
７
２
―

７
３
１
６



p17 広報あいなん

医
療
費
受
給
者
証
の
更
新
手
続
に
つ
い
て

■
町
民
課
か
ら

建
築
確
認
申
請
除
外
区
域
の
廃
止
に
つ
い
て

■
建
設
課
か
ら

愛　南　町

愛南都市計画区域

建築確認申請除外区域

※平成25年12月31日限りで
廃止されます。

　
次
の
各
医
療
費
受
給
者
証
の
更
新

に
つ
い
て
、
対
象
者
に
は
更
新
申
請

書
を
郵
送
し
ま
す
。
期
間
内
に
更
新

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
※
申
請

期
間
は
、
い
ず
れ
も
６
月
20
日
（
木
）

〜
28
日
（
金
）
で
、
町
民
課
又
は
各
支

所
で
手
続
き
が
で
き
ま
す
。
送
付
の

更
新
申
請
書
等
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

【
母
子
家
庭
医
療
費
受
給
者
証
】

持
参
物
　
印
鑑
、
健
康
保
険
証
、
現

在
交
付
中
の
母
子
家
庭
医
療
費
受
給

者
証
、
20
歳
以
上
の
学
生
の
方
は
在

学
証
明
書
、
送
付
の
更
新
申
請
書

※
前
年
の
所
得
に
対
し
て
所
得
税
が

課
税
の
場
合
、
母
子
医
療
は
該
当
に

な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
所
得
税
が

課
税
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
該
当
と

な
り
ま
す
が
、
受
給
者
証
を
お
持
ち

で
な
い
方
は
更
新
手
続
き
で
な
く
新

た
に
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
収
入
に
増
減
が
あ
っ
た
方
は
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

※
所
得
税
の
判
定
は
、
年
少
扶
養
控

除
廃
止
前
の
規
定
に
よ
っ
て
再
計
算

す
る
た
め
、
源
泉
徴
収
票
等
で
課
税

で
あ
る
方
も
該
当
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証
】

持
参
物
　
印
鑑
・
健
康
保
険
証
・
現

在
交
付
中
の
重
度
心
身
障
害
者
医
療

費
受
給
者
証
、
身
体
障
害
者
手
帳
、

療
育
手
帳
、
送
付
の
更
新
申
請
書

問
合
せ

　
町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０

  

税
務
課
等
か
ら

６
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

町

県

民

税

1期分/

4期分

国

民

健

康

保

険

税

1期分/

10期分

介

護

保

険

料

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

　
町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず

督
促
状
に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま

す
。
町
税
を
滞
納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め

る
べ
き
税
額
の
ほ
か
に
延
滞
金
が
か
か
り
ま

す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐

車
場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末

に
振
替
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の

振
替
日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌

月
の
10
日
で
す
。

※
該
当
日
が
休
日
の
場
合
は
翌
日
と
な
り
ま

す
。

　
建
築
基
準
法
の
規
定
に
よ
り
、
宇

和
島
都
市
計
画
区
域
及
び
愛
南
都
市

計
画
区
域
に
お
い
て
指
定
し
て
い
る

「
建
築
確
認
申
請
除
外
区
域
」
は
、

平
成
25
年
12
月
31
日
限
り
で
廃
止

さ
れ
ま
す
。
こ
れ

ま
で
は
、
建
築
確

認
申
請
除
外
区
域

内
で
は
住
宅
等
の

小
規
模
建
築
物
は

建
築
確
認
申
請
が

不
要
で
し
た
が
、

同
都
市
計
画
区
域

内
に
お
い
て
、
平

成
26
年
１
月
１
日

以
降
に
着
工
す
る

す
べ
て
の
建
築
物

は
、
原
則
、
建
築

確
認
申
請
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
建
築
確
認

申
請
以
外
の
建
築

基
準
法
の
適
用
は

廃
止
の
前
後
で
変

更
は
な
く
、
す
べ

て
の
規
定
が
適
用

さ
れ
て
い
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

問
合
せ

　

　
県
南
予
地
方
局
建
築
指
導
課

　
　
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
２
１
１
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新副院長を紹介します
■県立南宇和病院から

県立南宇和病院 辻副院長

若
年
求
職
者
合
同
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す

愛
媛
県
若
年
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

公
園
の
土
地
を
利
用
し
ま
せ
ん
か

南
予
地
方
局
か
ら

あ
　
い
　
な
　
ん
　
掲
　
示
　
板

　今年の4月から、副院長を拝

命しました整形外科の辻浩
こう

司
じ

で

す。愛南町の皆様には、常勤医

師の激減で大変なご迷惑とご心

配をお掛けしておりますが、さ

らに今年度から、麻酔科医の応

援が週1回から月1回程度に減

ることになりました。麻酔科医

の不足は、愛南町だけでなく全

国的な問題であり、簡単には解決できません。

　そこで、最も大切なことは、愛南町民の皆様一人一

人が、今以上に健康と予防医学に真剣に取り組まれ、

できるだけ病気やけがにならないように気を付けてい

ただくことであると考えます。

　我々病院スタッフも、少ない人数で全力での治療を

行います。一緒に南宇和の医療を守っていきましょ

う。ご協力をよろしくお願いします。

愛媛県立南宇和病院副院長　辻　浩司　　

　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
愛w

o
rk

（
愛
媛
県
若
年
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
）
で

は
、
若
者
の
就
職
促
進
を
図
る
た
め
、
県
内
企
業
約
60
社
が
参
加
す
る

合
同
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
７
月
４
日（
木
）※
履
歴
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

会
場
　
県
民
文
化
会
館（
ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル
）真
珠
の
間

対
象
者
　
新
規
大
卒
者
等（
平
成
26
年
３
月
大
学
等
卒
業
予
定
者
、平
成

23
年
３
月
以
降
大
学
等
卒
業
者
）、若
年
求
職
者（
45
歳
未
満
）

※
詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
://w
w
w
.a
i-w
o
rk
.jp

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
愛w

ork 

℡
０
８
９
―

９
１
３
―

８
６
８
６

　
愛
媛
県
で
は
、
南
レ
ク
公
園
利
用
者
の
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
、
公
園
内
の
利
用
さ
れ
て
い
な
い
用
地
を
無
償
で
貸
与
し
、
民
間

事
業
者
の
方
々
と
協
力
し
て
南
レ
ク
公
園
を
整
備
す
る
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
南
レ
ク
公
園
の
土
地
を
利
用
し
ま
せ
ん
か
。
随
時
受
付
中
で

す
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
※
募
集
期
間

：

８
月
16
日（
金
）ま
で

愛
媛
県
の
支
援
・
用
地
の
無
償
貸
与
・
基
盤
整
備
に
必
要
な
費
用
の
一

部
補
助
・
関
係
機
関
と
の
調
整

対
象
事
業
例
　
花
畑
、観
光
農
園
、ド
ッ
グ
ラ
ン
、Ｍ
Ｔ
Ｂ
コ
ー
ス
な
ど

詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(h

ttp
://w
w
w
.p
ref.eh

im
e.jp
/n
a
n
5
4
1
4
1
/

n
an
k
en
k
ik
ak
u
/n
an
rek
u
k
ou
en
2
5
.h
tm
l)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
南
予
地
方
局 

建
設
企
画
課 

℡
０
８
９
５
―

２
８
―

６
１
４
２

お知らせ

お知らせ

あ
い
な
ん
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
の
お
知
ら
せ

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
か
ら

　
宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
で
は
、現
在
交
際
中
の
相
手
の
い
な
い
男

女
を
対
象
に
「
あ
い
な
ん
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
６
月
22
日（
土
）19
時
〜

場
所
　
ゆ
ら
り
内
海

対
象
　
25
歳
〜
45
歳
の
独
身
男
女

募
集
人
数
　
男
女
各
15
名

参
加
費
　
男
性

：

４
，０
０
０
円
　
女
性

：

２
，０
０
０
円

応
募
締
切
　
６
月
12
日（
水
）※
必
着

詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
://w
w
w
.n
a
n
p
u
.o
r.jp

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合 

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

８
６
６
４

お知らせ
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　パワースポット

会
長
と
し
て
一
年
を
振
り
返
っ
て

■
あ
い
な
ん
小
児
医
療
を
守
る
会
か
ら

女
性
の
一
般
健
康
相
談
の
ご
案
内

宇
和
島
保
健
所
か
ら

－あいなん音故地新－
　4月の終わりに帰省した。毎年歌わせてもらってる「あまなつコンサート」に参加す

るため。春の愛南町はため息が出るほど美しい。東京から飛行機、電車、バスと乗り継い

での帰り道、だんだんと緑が濃くなって、空気が澄んで、潮の香りが漂って、山の間にキ

ラキラと揺れる海が見えてきたら、それだけで心がじんわり。方言を聞いてさらにほっこ

り。帰省初日の夕焼け空は、おかえりー!って歓迎されてるみたいで、その空に向かって土

手をひたすら歩いた。ふり返ると山の上にまん丸お月さま。思わず「なんてシアワセな

んやぁーーーー!!!」って叫んでしまった（笑）。通り過ぎた人、ビックリしてたんちゃうか

な??（驚かせてしまってたらゴメンナサイ!）世界中に「パワースポット」って呼ばれる場所

がたくさんある。人を癒したり、力を与えたり、気がみなぎると言われたり。あたしもい

くつかそう呼ばれる場所に足を運んだ。どこも神聖で素晴らしかった。心が満たされて、

新しい何かを得たようなそんな気持ちにさせてくれ

た。ただ…ここには敵わんかったな…。あたしにとっ

てこのふるさとが最大のパワースポットや。見渡す景

色、新鮮な野菜や魚、空気の匂い、同級生の顔、家族の

声。どこも敵わん。ふるさとには敵わん。また帰ろ

う。そして、歌おう。その日をめざして越えていこ

う。ふるさとの存在に心から感謝。（テノヒラkiku）

　
た
だ
の
主
婦
だ
っ
た
私
が
、
先
天

性
の
病
気
を
持
っ
て
生
ま
れ
て
き
た

長
女
の
た
め
に
も
頑
張
ろ
う
と
会
長

を
引
き
受
け
て
一
年
が
経
ち
ま
し
た
。

就
任
し
て
３
か
月
足
ら
ず
で
中
村
県

知
事
と
南
宇
和
病
院
の
存
続
に
つ
い

て
対
談
し
た
り
、愛
媛
新
聞
に
取
り
上

げ
て
い
た
だ
い
た
り
し
て
、
愛
南
町

の
枠
を
超
え
、い
ろ
い
ろ
な
方
に
声
を

か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
と
き
、
皆
さ
ん
は
一
様
に
こ
の

会
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
あ
る
と

い
う
こ
と
に
驚
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
講
習
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
人
の
力
を
お
借
り
し
て

活
動
が
続
け
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
１
年
間

に
、
南
宇
和
病
院
で
の
分
娩
取
扱
い

中
止
と
い
う
事
態
が
起
こ
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
も
っ
と
早
く
知
っ
て
い

れ
ば
、
会
と
し
て
声
を
あ
げ
る
こ
と

で
、
こ
の
よ
う
な
事
態
を
阻
止
で
き

た
の
で
は
な
い
か
、
と
残
念
で
な
り

ま
せ
ん
。

　
少
子
化
、
高
齢
化
が
進
む
時
代
で

す
が
、
大
好
き
な
愛
南
町
で
み
ん

な
が
幸
せ
な
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う

に
、
そ
の
手
助
け
が
で
き
る
会
で
あ

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
「
愛
南
町
の
医
療
に
つ

い
て
」
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
合
せ

　

　
あ
い
な
ん
小
児
医
療
を
守
る
会

℡
７
３
―

２
２
８
８

　a
ina
n.m
a
m
oru@

g
m
a
il.com

　
宇
和
島
保
健
所
で
は
、
思
春
期
か
ら
更
年
期
ま
で
の
女
性
の
心
と
身

体
の
健
康
に
関
す
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
　
毎
月
第
１
火
曜
日 

13
時
〜
15
時（
予
約
制
の
面
接
相
談
で
す
。）

　
　
　
※
電
話
相
談
は
、平
日
９
時
か
ら
17
時
ま
で
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

場
所
　
宇
和
島
保
健
所（
南
予
地
方
局
２
階
）

問
合
せ

　
宇
和
島
保
健
所 

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
２
１
１ 

内
線
２
６
０

お知らせ


